
名護市地域ネットワーク会議について（沖縄県名護市の取り組み） 

地域ネットワーク会議 
地域の高齢者に関する課題の探索、整理、解決に向けて参加者相互の連携による方

向性の確認、自助、互助、共助、公助それぞれの役割を図り、 
高齢者が安心して暮らせる「地域包括ケア」の実現を目指す。 

 
 参加者（平成24年度参加者数：述べ256名 平成24年度開催回数：3回） 

市内社会福祉法人・市内医療機関・沖縄県北部福祉保健所・社会福祉士会・市内介
護保険サービス事業所・名護市地域包括支援センター・名護市在宅介護支援セン
ター名護警察署・名護市消防本部・名護市・名護市民生委員・児童委員協議会・名
護市区長会・市内各区福祉推進委員会  ・・・等 

 

議題の一例 
○ 市内社会福祉法人、A区
 合同避難訓練の報告 
○ 台風災害時における対 
 応、連携について 

 

 



 

 

地域包括ケアシステム構築に向けた取組事例（様式） 

 

① 区町村名 名護市 

② 人口（※１） 61,542 人（平成 24 年 10 月 1 日現在） （      ） 

③高齢化率（※１） 

（65 歳以上、75 歳以上そ

れぞれについて記載） 

65 歳以上高齢化率：17.1%（10,535 人） 

75 歳以上高齢化率：9.2%（5,672 人） 

（      ） 

① 取組の概要 地域の高齢者に関する課題の探索、整理、解決に向けて、会員相互の連携によ

る方向性の確認や自助、互助、共助、公助それぞれの役割分担を図り、高齢者

が安心して暮らせる地域包括ケアの実現を目指す。 

⑤取組の特徴 

 

地域の高齢者を支援する自助、互助、共助、公助に関わる会員が一堂に会し、

一つのテーマについて互いの意見を交換し、高齢者の暮らしやすい地域づくり

のためのネットワークを構築し地域包括ケアの実現を目指している。 

事務局より参加の呼びかけをするものの参加については任意であり、会員の意

識により参加しているため活発な意見交換がみられる。 

⑥開始年度 平成 23 年度 

⑦取組のこれまで

の経緯 

平成 23 年度より開催。23 年度開催 3回、24 年度開催 3回。現在に至る。 

⑧主な利用者と人

数 

市内行政区長、民生委員、市内社会福祉法人、市内医療機関、社会福祉士会、

介護保険サービス事業所、地域包括支援センター、在宅介護支援センター、名

護警察署、名護市消防本部、市職員 等 

参加人数：述べ 256 名（平成 24 年度） 

⑨取組の実施主体

及び関連する団

体・組織 

名護市介護長寿課、名護市地域包括支援センター 

⑩市区町村の関与

（支援等）（※２） 

主催、事務局 

⑪国・都道府県の関

与（支援等）（※３） 

沖縄県北部保健所へ参加者として案内している 

⑫取組の課題 ○地域エリア会議（在宅介護支援センター受け持ち地域における小規模なネッ 

トワーク会議）や地域ケア会議への発展 

○今後のネットワーク会議の対象の発展（障害福祉、母子福祉等） 

⑬今後の取組予定 全体のネットワーク会議を年 3回開催予定 

在宅介護支援センターによるエリアネットワーク会議の開催 

⑭その他  

⑮担当部署及び連

絡先 

名護市 市民福祉部 介護長寿課 高齢福祉係 

及び名護市地域包括支援センター 

※１ 一部地域に限定した実施の場合は、当該地域の人口・高齢化率を（  ）内に記載してください。 

※２ 市町村から財政的支援が行われている場合には予算額等を含めて記載ください。 

※３ 国や都道府県から財政的支援を受けている場合は、補助金や交付金等の名称、額等を含めて記載

ください。 

（ 沖縄県 ） 

  

 



  

 



 

 


